
 

   

平成３１年３月２６日（２０１９） 第００７０号

号 

『わかれ』                             
                        院長メモ                               

「お亡くなりになりました。お悔やみ申し上げま

す。」いつものようにご家族の前に直ってご挨拶

をする。在宅で母親を看取った息子さん「ありがと

うございました。」というと、思いつめた表情で母

親の亡骸の脇に立ち、亡くなった母親の胸を何

度も何度も押し始める。 

 

まだ若い息子さんを亡くした６０歳代の父親。 

患者である息子は、３０歳を過ぎて間もなく進行性の胃がんを患い、気が付いた時には

肺や肝臓にも転移していて、癌性の疼痛コントロールだけを目的として在宅へと移行し

た。 

教員であった父親は彼には常に厳しかったようで、患者が病に臥せるようになっても

「特別やさしい言葉を掛けてくれるわけではないんですよ。父さんらしいでしょう？」と笑

いながら私に話してくれたこともあった。 

そんな父親に私が別れの時を告げると、息子の亡骸を布団から抱き起し息子の上半身

を覆うように抱きかかえながら「先生、私、この子を生まれて初めて抱っこした時とか、

出張から帰ってくると玄関先へ走ってきて“父さん、お帰り”って私に飛びついてくるのを

抱き上げた時とか、その時々のこの子の重さを覚えているんですよ。この腕がその時の

重みを忘れていないんです。不思議なもんですなぁ・・・」といって抱きかかえた小さい子

供をあやすように、ゆっくりと左右にゆすりながら私に話し掛ける。 

その話し声が時々嗚咽で途切れ、白髪の混じった頭が細かく揺れると、そのたびに息

子の胸に大粒の涙がボタボタと落ちた。 

息子は消防員になって２年目。「母さんが戻ってくるかもしれないので・・・」と言い訳を

するようにつぶやきながら、肺癌でやせ細った母親の胸に心臓マッサージを続ける。押

されるたびに母親の胸は上下し、息子の顔からほとばしる汗が母親の小さな胸に降り

そそいだ。 

 

 膵臓癌で母親を看取った次男さん。秋田に住んでいた母親を自分の近くで看たいと

言って、滝沢のアパートの一室を借りて呼び寄せた。ある日の早朝に、狭い部屋いっぱ

いに置かれた介護用のベッドの上で、隣室に寝ていた息子が気が付かないうちに母親

は旅立った。息子はどうしても母親が息を引き取った時刻が知りたいと言う。涙で顔をく

ちゃくちゃにしながら「自分、今、警察官やってます。肛門体温が分かれば母親の亡くな

った時間が分かると思って。」傍にいた在宅看護師が希望に応えた。 
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日 月 火 水 木 金 土 

 1 2 3 4 5 6 

7 8 9 10 11 12 13 

14 15 16 17 18 19 20 

21 22 23 24 25 26 27 

28 29 30 5/1 5/2 5/3 5/4 

5/5 5/6 5/7 5/8 5/9 5/10 5/11 

 
○=休診日 ★=診療時間変更 

 ※都合により変更になる事がございます。ご了承願います。 

（日曜・水曜・祭日は休診日です） 平成３１年４月 

★ ４月１３日（土） 午後休診 
             郡市医師会長協議会 

 出席の為 

★ ４月２７日（土） 休診 

                          研修会 出席の為 

 

 
               

 

 

 
  

 

            

  

 

午前検査外来 

 

午前検査外来 

ゴールデンウィーク休診のお知らせ 
４月２７日(土)～５月６日(月)まで休診 
となります 

※５月５日(日)は休日救急当番医の為 診療いたし

ます 
休日当番医 
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